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Ⅰ 研究題目設定の理由 
小学校学習指導要領（平成20年, 以下「指導要領」

とする。）国語の第３学年及び第４学年「Ｃ読むこ

と」の説明的な文章の解釈に関する指導事項に「イ

目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相

互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読む

こと。」1)とある。 

平成26年度「基礎・基本」定着状況調査（以下「基

礎・基本」とする。）の小学校国語タイプⅠ三２「中

心となる語や文の把握」の県平均通過率は25.2％で

あった。また，「基礎・基本」中学校国語タイプⅠ

四３「目的に応じた要旨の把握」の県平均通過率は

41.3％と低い。二つの設問の誤答分析によると，両

設問とも必要な情報の一部しか取り出せていないも

のが多く，目的に応じて必要な情報を取り出す力に

課題がある。目的に応じて中心となる語や文を捉え

ることができないという小学校段階の課題が，中学

校段階でも克服できていないことを表している。こ

れまでの自身の授業を振り返ると，中心となる語や

文を捉える際に，目的によって中心となる語や文が

変わるという意識をもたせる指導を十分に行ってい

なかった。 

そこで，本研究では，第４学年の説明的な文章を

読むことの学習指導において，一つの文章を複数の

目的に応じて読む学習活動を行う。その過程で，目

的に応じた必要な情報が何であるかを考える活動， 

 

 

目的に応じて教材文を読んで内容を文章にまとめる

活動，まとめた文章を比較する活動を取り入れる。 

このような学習指導の工夫によって，目的に応じ

て中心となる言葉や文が変わること，目的に応じて

読み方が変わることに気付かせるとともに，目的に

応じて中心となる語や文を捉える力を身に付けさ

せることができると考え，本研究題目を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ 目的に応じて中心となる語や文を捉え

る力について 
(1) 目的について 

小学校学習指導要領解説国語編（平成20年，以下

「解説」とする。）では, 文章の解釈に関して「文

章の内容や構造を理解したり，その文章の特徴を把

握したり，書き手の意図を推論したりしながら，読

み手は自分の目的や意図に応じて考えをまとめた

り深めたりしていくことである。」2) と示されてい

る。また，目的について「『目的に応じ』ることは，

話すこと・聞くこと，書くことと同様に，読むこと

においても重要である。読むことによって何を得よ

うとするのか，またどのように活用しようとするの

かなどについて考える必要がある。」3)と示されて

いる。伊崎一夫（2010）は，文章を読むことについ

て，「受動的な読みから，目的に応じた能動的な読
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(3)(4) 

み，つまり自分の読み方や感じ方，考え方を重視す

る『読むこと』の学習が行われなければならない。

このことは，『読むこと』そのことが目的にされが

ちだった従来の国語教室に対して，『読むこと』を

何事かをなすための手段として行うことを求めて

いる。」4)と述べている。実生活で文章を読むとき

には，読者は何らかの目的をもって読む。伊崎の指

摘する読むことを目的とする学習から読むことを

手段とする学習への転換は，国語科における読みを

実生活の読みに近付けることをねらったものであ

る。これは，実生活で生きてはたらく国語の能力を

育てることにつながる。このことから，授業におい

て目的を設定して読ませることが重要といえる。ま

た，このことは「指導要領」の説明的な文章の解釈

に関する指導事項とつながっている。水戸部修治

（2010）は，「読む目的は単に形式的に設定されれ

ばよいのではなく，児童自身にとっての目的意識に

支えられて文章を解釈することが大切なものとな

る。」5)と述べている。これは，文章を読むときに

読む目的を設定することだけでなく，文章を読む過

程で，児童自身に常に読む目的を意識させながら文

章を読ませることが重要だという指摘である。 

以上のことから，本研究では「目的」を，「読む

ことによって必要な情報などを得たり，読んだこと

を活用したりしようとするなど，児童自身によって

意識化される目的」とする。 

(2) 中心となる語や文について 

伊崎（2010）は読むことにおける中心となる語や

文について，「『中心となる語や文』は文章中には

じめから顕在化しているわけではなく，読む目的に

応じて読み手が文章に働きかけたときに焦点化さ

れ，顕在化していくものである。」6)と述べている。

髙木まさき（2013）は，「読みの『目的や必要に応

じて』，『中心となる語や文』『文章の要点や細か

い点』などは異なる場合があるということです。」7)

と述べている。水戸部（2013）は，「説明的な文章

を読む場合においても，中心となる語や文は，もと

より客観的に存在しているのではなく，読者の読む

目的に応じて鮮明に浮かび上がってくるものであ

る。それ故，学習指導要領においては『目的に応じ

て』読むことを規定しているのである。」8)と述べ

ている。これらは，児童が読む目的を意識化して文

章を読むときに，中心となる語や文が絞り込まれ明

確になり，そのため個々の児童の読む目的に応じて

「中心となる語や文」は異なってくることを示して

いる。 

以上のことから，本研究では「中心となる語や文」

を，「読む目的に応じて，児童が絞り込み明確にす

る語や文」とする。 

(3) 目的に応じて中心となる語や文を捉える力

について 

中心となる語や文を捉えることについて，「解説」

には「文章を読む目的に応じて中心となる語や文を

とらえるような学習を工夫することが重要である。

読む目的によって本や文章の活用の仕方が変わり，

そのため取り上げる中心となる語や文も変化してく

る。」9)とある。これは，同じ文章であっても読む

目的によって中心となる語や文が変わることを示し

ている。 

以上，（１）（２）（３）を踏まえ，本研究では，

「目的に応じて中心となる語や文を捉える力」を「児

童自身によって意識化された目的に応じて，語や文

を絞り込み明確にして捉える力」とし，同じ文章で

あっても読む目的によって捉える中心となる語や文

は変わってくると整理する。 

 

２ 一つの文章を複数の目的を設定して読む

学習活動について 
(1) 目的に応じて説明的文章を読む学習活動に

ついて 
国語科の学習指導における読みについて，大槻和

夫（平成５年），長崎伸仁（2008），植山俊宏（1995，

2002）の先行研究をまとめ，表１に示す。 

 
表１ 国語科の学習指導における読み 

 従来の読み 求める読み 

大槻(1) 

○精読中心 ○学習者が主体的な問
題意識をもった読み 

（情報化社会への対応
として） 

○情報の検索・選択・
吟味・整理・活用を
する読み 

長崎(2) 

○教材文理解を目的
とした読み 

○表現することを目的
とした読み 

○学習者を認識主体と
した読み 

 
 

植山 

○筆者中心，文章中
心，授業者中心 

○要点把握・要約・
要旨把握の読み 

○学習者中心 
○読者主体の読み 

 

大槻は，社会の変化に対応できる国語学力は，学

習者が主体的・能動的に学習活動に取り組んでこそ

伸びていくとし，学習者の意欲を喚起すること，能

動的な学習活動を組織することの重要性を指摘して

いる(1)。国語科の学習指導について「学習者に生き

てはたらくことばの力を育てようとすれば，生きて



はたらくことばの力を行使せざるをえない『場』に

学習者を立たせなければならない。しかも，その『場』

が学習者の目的的な行動の結果として立ち現われて

きたように仕向けていかなければならない。」10)と

述べている。これは，国語科において児童に主体的

な目的意識をもたせることの重要性を示している。

長崎は，理解のみを学習の目的とする説明的文章の

学習は学力の低下を招くとし，読んだ内容を使って

表現することを核とした授業を提起している(2)。そ

の中で，「あくまでも読み取ることだけを目的とし

ないで，学習者を認識主体として筆者に絡ませるの

である。」11)と述べ，表現することを目的とした主

体的な読みをさせることの必要性を指摘している。

植山は，筆者中心・文章中心の読みが説明的文章の

学習を硬直化・形骸化させていることの問題点を挙

げ，学習者が認識変革を実感できることが説明的文

章の読みの意義であるとし，学習者中心の読みの重

要性を指摘している(3)。その上で，説明的文章の読

みの過程・構造・能力に関わって「筆者の意図に遡

上していく読みのあり方から読者が主体的に意味を

獲得する読みへと転換が図られたのである。」12)と

述べている。 

３氏は，それぞれ表現は異なるが，実生活に生き

てはたらく読む力の育成の立場から，説明的文章の

学習における読みを，文章中心の読みから児童の目

的意識を重視した学習者中心の読みへと転換する必

要性を指摘している。このような転換のためには，

実生活につながる目的が自然に意識されるような実

生活につながる場面設定が必要である。 

このことから，目的に応じて説明的文章を読む学

習活動において，読む目的を実生活につながるよう

な目的とすることと, 読む活動を実生活につながる

場面設定で行わせることが重要であるといえる。ま

た，長崎，大槻の求める読みから，表現することを

目的とし，文章を目的に応じて選択・吟味・整理し

ながら読み，活用することも重要であると考える。 

(2) 一つの文章を複数の目的を設定して読む学

習活動について 

一つの文章を一つの目的で読んだ場合，目的に応

じて中心となる語や文を捉えることはできても，目

的に応じて中心となる語や文が変わること，その語

や文を捉えるために読み方を変える必要があること

に気付くのは難しい。目的を複数設定することで，

前述のことに気付かせることができる。そこで，本

研究では，一つの文章を複数の目的を設定して読む

学習活動を設定する。 

水戸部（2013）は，文章を読む場面について，「そ

こには読む目的や読んでみたいという課題意識があ

り，それに応じてどこを精読するかが確定され

る。」13)と述べている。私たちは実生活において，

何かを得ようと目的意識をもち，目的に応じてどの

ような情報が必要でどのように読んでいくか考えて

文章を読んでいる。国語科の授業においても，実生

活と同様に，読み始める前に目的に応じて必要な情

報と読み方を考えさせ見通しをもたせることが必要

である。複数の目的を設定し，それぞれの目的に応

じて複数の見通しをもたせることで，文章を目的に

応じて読み分ける意識，主体的に文章を読もうとす

る意欲を高めさせることができる。 

堀江祐爾（2007）は，「自分の学びを『メタ認知』

できているということは，学びを一般化できている

ということであり，他の場においても応用可能な『生

きた力』を身につけることができているということ

である。」14)と述べている。読解力向上に関する指

導資料（平成19年）には，「一つの単元（教材）が

終了しても，単に活動をしただけで，どのような能

力を習得したのかを学習者が明確に自覚できないよ

うでは，課題に即応した読みを行っていくことはで

きない。」15)とある。これらのことから，授業で学

んだ読み方を他の文章を読むときにも使えるように

するためには，自分がどう読んだかを振り返り，メ

タ認知することが重要であるといえる。本研究では，

一つの文章を複数の目的に応じて読み分けてまとめ

た文章やまとめに至る自分の読みの過程を比較させ

ながら振り返らせる。この振り返りにより，目的に

応じて，自分がどのような読み方で，どのような語

や文を捉えたのかをより明確に認識でき，目的に応

じて中心となる語や文を捉える力が他の場において

も応用可能な力として定着するものと考える。 

以上のことから，本研究では，見通しと振り返り

の活動を重視して，一つの文章を複数の目的を設定

して読む学習活動を設定する。 

(3) 一つの文章を複数の目的を設定して読む学

習の展開 

本研究では，一つの文章を複数の目的を設定して

読む学習活動を，「自分の読みの目的を設定する段

階」「目的に応じて必要な情報や読み方を考え，見

通しをもつ段階」「目的に応じて語や文を捉え，ま

とめる段階」「まとめた文章や自分の読みの過程を

比較し，振り返る段階」の四つを組み合わせて設定

する。この学習活動を取り入れた単元を構想し，図

１に示す。 



 
図１ 一つの文章を複数の目的を設定して読む活動を取り 

 入れた単元構想図 

 

ア 自分の読みの目的を設定する段階 

 児童自身が読む目的や読んでみたいという課題意

識をもつことのできるような実生活につながる場面

設定で，複数の目的をもって読まなければ行うこと

ができないという仕掛けを施した単元を貫く言語活

動を設定する。場面設定と単元を貫く言語活動に施

した仕掛けによって，児童自身は必然性を感じなが

ら，主体的に複数の目的を設定する。また，単元を

貫く言語活動の具体的な姿を提示し，目的に応じて

読んだゴールのイメージを具体的にもたせ，そのゴ

ールに到達しようとする意欲を高めさせる。 

イ 目的に応じて必要な情報や読み方を考え，見

通しをもつ段階 

 目的に応じて，どのような情報が必要になるか，

どのような語や文に着目したらよいか，必要な情報

と読み方の見通しをもたせるために，ワークシート

（図２）を活用する。なお，このワークシートは，

この後の活動において,目的と捉えた語や文の関係，

まとめた文章の関係が視覚的に把握でき，目的に応

じて捉えた語や文が対比的に認識できるものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ ワークシート（モデル） 

 

複数の目的について，それぞれの達成のためには

どのような情報が必要になるか，自分なりに予想さ

せる。その予想に基づき，どのような語や文に着目

して読めばよいか，目的に応じた読み方を児童自身

に考えさせる。 

このようにして，それぞれの目的に応じた必要な

情報と読み方の見通しをもたせる。その上で，見通

しを比較させることで，目的によって必要な情報や

中心となる語や文が変わってくること，それに伴い

読み方を変える必要があることに気付かせる。 

ウ 目的に応じて中心となる語や文を捉え，まと

める段階 

 必要な情報と読み方の見通しを基に，読むことに

よって何を得るのか，どのように活用するのか，明

確に目的意識をもたせて教材文を読ませる。教材文

へ目的ごとに色分けをして書き込む工夫や，図２の

ワークシートの活用により，目的と捉えた語や文の

関係が視覚的に把握でき，目的に応じて捉えた語や

文が対比的に認識できるようにする。 

 その後，捉えた語や文を基に，それぞれの目的に

応じて文章にまとめさせる。まとめた文章について

は，目的との対応を確認させ，目的が達成できたか

を自己評価させる。また，必要な情報の予想や捉え

た語や文を見直させ，予想を修正させたり，語や文

を捉え直させたりする。 

エ まとめた文章や自分の読みの過程を比較し，
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それぞれの目的に応じた自分の読みの過程を比較
し，振り返る。【比較し，振り返る段階】 

着目する 

語や文 



 複数の目的に応じてまとめた文章を，捉えた語や

文に着目して比較させる。まとめた文章と教材文を

対応させながら比較させることで，同じ文章でも目

的に応じて中心となる語や文が変わってくることを

認識させる。また，中心となる語や文をどのような

過程で捉え，文章にまとめたか，図２のワークシー

トを用いて読み方を比較させ振り返らせることで，

目的に応じて中心となる語や文を捉える読み方をメ

タ認知させ，他の場面でも使える力として定着させ

る。 

 本研究では，このような学習の展開によって，目

的に応じて中心となる語や文を捉える力を育てる。 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 
 

１ 研究の仮説 
 一つの文章を複数の目的を設定して読む学習活動

を行わせることで，目的に応じて中心となる語や文

を捉える力を育てることができるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
 検証の視点と方法を表２に示す。 

 
表２ 検証の視点と方法 

検証の視点 方法 

目的に応じて中心となる語や文を捉
えることができたか。 

○事前・事後テスト 
○事前・中間・事後
アンケート 

○リーフレット 
○ワークシート 
○ノート 

複数の目的を設定して読む学習活動
は，目的に応じて中心となる語や文
を捉えるのに有効であったか。 

 

Ⅳ 研究授業について 
 

１ 研究授業の概要 
○ 期 間 平成27年６月25日～平成27年７月10日 

○ 対 象 所属校第４学年（１学級30人） 

○ 単元名 スポーツ選手のメッセージを伝えよう 

○ 教材文 「動いて，考えて，また動く」髙野進

（国語四上かがやき 光村図書 平成

27年） 

○ 目 標 

目的に応じて中心となる語や文を捉えて文章を

読むことができる。 

○ 単元を貫く言語活動 

  自分の選んだスポーツ選手のメッセージをリー

フレットにして伝える言語活動。 

 

２ 指導計画（全９時間） 
次 時 主な学習活動 

一 
１ 

「スポーツ選手のメッセージリーフレット」を作
って３年生に伝えるという学習の見通しをもつ。 

自
分
の
選
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
伝
え
る
。 

２ 
複数の目的に応じて，必要な情報と読み方を
考える。 

二 

３・４ 
筆者の考えを伝えるという目的に応じて，中
心となる語や文を捉えて文章にまとめる。 

５ 
走り方を伝えるという目的に応じて，中心と
なる語や文を捉えて文章にまとめる。 

６ 
まとめた文章や捉えた語や文，自分の読みを
比較し，振り返る。 

三 
７・８ 

自分が選んだ文章からスポーツ選手のメッセ
ージを読み取り，リーフレットにまとめる。 

９ リーフレットを読み合い，交流する。 

 

Ⅴ 研究授業の結果分析と考察 
 

１ 目的に応じて中心となる語や文を捉える

ことができたか 
(1) 事前・事後テストの結果，リーフレットの記

述より 

事前テストには「かんづめ」についての説明的文

章（平成24年度「基礎・基本」）を，事後テストに

は「フクロウ」についての説明的文章（平成22年度

「基礎・基本」）を課題文として用いて，目的に応

じて中心となる語や文を捉える力を検証する問題を

設定した。これは，課題文の中から中心となる語や

文だと捉えた部分にサイドラインを引いた上で，中

心となる語や文をまとめた一文の空欄に適切な語を

抜き出して答える問題である。目的に応じて中心と

なる語や文を捉え，まとめることができるかみるも

ので，文字数や前後の言葉からの推測によらず，内

容の理解によって解答できるものに設定している。

この結果を図３に示す。 

 

 

 

 

 

 
図３ 目的に応じて中心となる語や文を捉え，まとめること

についての事前・事後テストの結果 

 

事前テストでは正答６人（20％）であったが，事

後テストでは正答16人（53％）に増えた。 

しかし，事後テストでも依然14人の児童が誤答で

あった。この問題は，フクロウが樹洞を巣にする三

つの理由をまとめた文中にある二つの理由の説明部

分に適切な語を空欄補充するものである。語は，課

題文の中からそれぞれ抜き出して答える。14人のう

ち７人が，一つの理由に着目して語を捉えていた。

6人

16人 14人

23人

0人

1人

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事後

事前
正答

誤答

無答



また，２人が理由の説明である具体例に着目して答

えていた。フクロウが樹洞を巣にする理由をまとめ

るという目的は意識できていることがみとれた。 

 そこで，目的に応じて中心となる語や文を捉える

ことができているかみるために，課題文へのサイド

ラインの書き込みの状況について分析した。判断基

準を表３，事前・事後テストの結果を表４に示す。 

 
表３ 目的に応じて中心となる語や文を捉えることを検証

する判断基準 
段階 判断基準 

Ａ 
目的に応じて中心となる適切な語や文の全てにサイドラ
インを引いている。 

Ｂ 
目的に応じて中心となる適切な語や文の大体にサイドラ
インを引いている。 

Ｃ 
目的に応じて中心となる適切な語や文にサイドラインを
引いていない。 

 
表４ 目的に応じて中心となる語や文を捉えることについ

ての事前・事後テストの結果 

   Ａ Ｂ Ｃ 計（人） 

Ａ 1 1 0 2 

Ｂ 4 10 0 14 

Ｃ 6 8 0 14 

計（人） 11 19 0 30 

 

事後テストでは，目的に応じて中心となる語や文

を捉え，的確にサイドラインを引いている児童が増

え，誤答であった14人を含む全員が中心となる語や

文を捉えていた。このことから，目的を意識してキ

ーワードを基に中心となる語や文を捉えることはで

きているが，それら語や文の関係やつながりを明ら

かにし，内容を理解した上でまとめることには課題

があったと考える。 

さらに，第三次で，自分の選んだスポーツ選手の

書いた文章について目的に応じて中心となる語や文

を捉えてまとめたリーフレットの記述を分析した。

この判断基準と結果を表５に示す。 

 
表５ リーフレットの記述についての判断基準と結果 

段階 判断基準 結果（人） 

Ａ 
目的に応じて，中心となる語や文すべてを，それ
ぞれのつながりも含めて的確に捉えている。 

４ 

Ｂ 
目的に応じて，中心となる語や文を，過不足
はあるが大体捉えている。 

24 

Ｃ 目的に応じて中心となる語や文を捉えられ
ていない。 

２ 

 

30人中26人（事後テストで誤答であった14人のう

ち11人を含む）が，自力で中心となる語や文を捉え

ることができていた。自分の選んだ文章についてリ

ーフレットにして伝えるという目的意識を明確にも

った上で，必要な情報と読み方の見通しをもち，目

的に応じた読み方ができたため，中心となる語や文

を捉えられたと考える。 

これらのことから，授業の中で，読む目的を明確

にし，目的に応じた必要な情報と読み方の見通しを

もたせた上で，文章を読み取らせ，目的に応じた文

章の読み方を整理させたことで，目的に応じて中心

となる語や文を捉える力が高まったといえる。 

(2) 事前・中間・事後アンケート結果より 

 図４及び図５は「説明文を読むとき，読む目的（何

のために読んでいるのか）を意識して読むか」「説

明文を読むとき，読む目的に合わせて大事な語や文

を見付けているか」という質問項目について，児童

の意識の変容を示している。 

 

 

 

 

 

 

 
図４ 「読む目的を意識して説明的文章を読む」ことに対す

る児童の意識 

 

 

 

 

 

 

 
図５ 「読む目的に応じて中心となる語や文を捉える」こと

に対する児童の意識 

 

 目的意識，目的に応じて中心となる語や文を捉え

ること，いずれも肯定的回答が増えている。 

 中間アンケートにおいて，目的意識について「当

てはまる」と答えた児童が少なくなった理由は，学

習を始める前は漠然としていた目的意識の捉えが，

学習を通して明確になり，読む目的についてより強

く意識をもつようになったためと考える。目的に応

じた中心となる語や文の捉えについて中間アンケー

トで肯定的回答が少なくなった理由も同様であると

考える。 

 学習を通して，読む目的を明確にして読むことが

でき，さらに，目的に応じて中心となる語や文を捉

えることができたと実感できたため，事後アンケー

トでは読む目的に応じて中心となる語や文を捉える

ことについての意識が高まったと考える。 
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２ 複数の目的を設定して読む学習活動は有

効であったか 
(1) 児童の記述による分析 

教材文を読む学習では，複数の目的を設定した上

で，目的に応じて必要な情報や読み方を考えて見通

しをもち，目的に応じて語や文を捉え，まとめる活

動を行った。これらの活動の様子を，目的に応じて

中心となる語や文を捉える力が向上した児童ａのワ

ークシートの記述を例として，図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 教材文を読む学習活動の様子 

 

 ワークシートの記述から，児童ａは，既習や生活

経験を生かし，目的に応じて必要な情報やキーワー

ドを予想していることが分かる。これを基に，予想

した語や文が捉えられなかったときには，他の語や

文，他の読み方が必要ではないかと，予想とのずれ

を修正しながら，目的に応じて中心となる語や文を

捉え，まとめることができた。 

この活動の後，まとめた文章や自分の読みの過程

を比較し，振り返る学習では，目的に応じて中心と

なる語や文，読み方が変わることに気付くよう「説

明文読み方とらのまき」に整理する活動を行った。

図７は，児童ａの「説明文読み方とらのまき」ワー

クシートの記述である。これまでの学習を振り返り，

それぞれの目的に応じた自分の読みの姿を比較して

目的に応じた読み方を整理していることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

図７ 児童ａの「説明文読み方とらのまき」ワークシートの記述 

 

また，他の児童のノートの記述をみると「同じ文

章でも目的によって大事な語や文や，読み方がちが

うことを初めて知りました。」など，目的に応じて

中心となる語や文，読み方が変わることに気付いた

様子が見られた。 

 図８は，目的に応じて中心となる語や文を捉える

ことがＢ段階からＡ段階となった児童ｂが，第三次

で用いたワークシートと作成したリーフレットであ

る。ワークシートに書いた捉えた語や文を使ってリ

ーフレットにまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 児童ｂのワークシートとリーフレット 

 

 児童ｂのワークシートをみると，文章の小見出し

の「戦いをあきらめない」という言葉が必要な情報

を得るためのキーワードだと考えていることが分か

る。これは「筆者の考えと題名はつながっている」

という，読み方についての学びを生かしているとい

える。さらに，予想したキーワードを基に中心とな

る語や文を捉え，まとめており，目的に応じた読み

方をし，中心となる語や文を捉えることができたと

いえる。単元を振り返って「この勉強を始めたころ

は，大事な語や文を見つけるのに時間がかかってい

〈筆者の考えを読むとき〉 
・｢はじめ｣「終わり」を読
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・「中」を読む。 
・キーワードを予想する。 
・サイドライン 
・「このように」から始
まる文に注目する。 

・図を見ると分かりやす
い。 
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たけど，『とらのまき』やこれまでの学習を思い出

して，筆者の考えの大事な語や文は文章の最初か最

後にあることが分かったから，今はすぐに見つけら

れるようになった。」と記述しており，目的に応じ

て読む力の高まりを実感していることが分かる。 

児童ａは「キーワードを見つける，具体例は『中』

を読む，『はじめ』『終わり』などは筆者の考えを

見つけながら読めばいいということが分かりまし

た。」と記述しており，目的に応じた読み方につい

て理解が深まっていることが分かる。 

事前テストでは誤答だったが事後テストでは正答

となった児童ｃは「この勉強で内容を読みとる方法

が分かりました。自分で大事な語や文を見つけたい

です。」と，振り返りに記述していた。他の児童も

「これから説明文を読むとき予想したいと思いま

す。」など，記述しており，今回の学びを今後の読

みにつなげていこうとする意識も高まっていること

がうかがえる。 

(2) 事後アンケートによる分析 

 説明的文章を読む学習活動が好きかという問いに

対して，事後アンケートでは全ての児童が肯定的回

答をしている。その理由に「予想しながら読むと書

いてあることの意味が分かるから。」「読み方とら

のまきを作って文章を読んだらよく分かったし，リ

ーフレットもすぐ書けたから。」など，学習活動を

振り返り，読み方についての学びを実感している記

述が見られた。複数の目的を設定して読む学習活動

の有用性を感じていることが分かる。 

また，事後アンケートで，目的に応じて中心とな

る語や文を捉えるために，複数の目的を設定して説

明的文章を読む学習活動は有効だったかについての

意識調査を行った。このアンケートに全ての児童が

肯定的回答をしている。この結果から，説明的文章

を読んで目的に応じて中心となる語や文を捉えるた

めに，複数の目的を設定して文章を読む学習活動は

役に立ったと感じていることが分かる。 

 以上のことから，一つの文章を複数の目的を設定

して読む学習活動は，目的に応じて中心となる語や

文を捉える力の育成に有効であったといえる。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
 一つの文章を複数の目的を設定して読む学習活動

は，目的に応じて中心となる語や文を捉える力を育

てることに有効であった。 

２ 今後の課題 

○ 目的に応じて捉えた中心となる語や文の関係や

つながりを明らかにし，まとめるための指導を工

夫する必要がある。 

○ 一つの文章を複数の目的で読む学習活動は，実

生活に生きる読みの力を育成するものであり，目

的に応じた読み方を他教科などでの調べ学習など

にも活用させたい。  

 

【注】 
(1) 大槻和夫（平成５年）：「国語の学力と単元学習」『こ

とばの学び手を育てる国語単元学習の新展開Ⅰ理論編』東

洋館出版社 pp.37-38に詳しい。 

(2) 長崎伸仁（2008）：『表現力を鍛える説明文の授業』明

治図書 pp.14-17に詳しい。 

(3) 植山俊宏（2002）：「説明的文章の領域における実践研

究の成果と展望」『国語科教育学研究の成果と展望』明治

図書 p.284 に詳しい。 

(4) 植山俊宏（1995）：「論理的認識力を育てる説明的文章

指導方法論」『国語教育を学ぶ人のために』世界思想社 

pp.108-116に詳しい。 
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